
【プロフィール】
　専門：有人宇宙学、宇宙工学、微小重力科学、天文学
　所属：京都大学 学際融合教育研究推進センター　宇宙総合学研究ユニット

講演者／京都大学特定教授、宇宙飛行士　

【略　歴】
１９８３年、東京大学大学院工学系研究科博士課程修了
２００４年、ライス大学大学院博士課程（天文物理学）修了　宇宙工学・天文学専攻、工学・理学博士。
１９９７年、スペースシャトル「コロンビア号」に搭乗し、日本人として初めての船外活動を行なった。
２００８年、スペースシャトル「エンデバー号」に搭乗。ロボットアームを操作し、日本初の有人宇宙施設「きぼう」日本実験棟船内保管室
　　　　　　を国際宇宙ステーションに取り付けた。
２００９年から２０１６年にかけて、国連宇宙部で国連宇宙応用専門官として宇宙科学技術の啓蒙普及活動に取り組む。
２０１６年４月より京都大学宇宙総合学研究ユニット特定教授に就任。
２００２年と２００７年には超新星を発見する。

【講演テーマ】

本講演は「第 58 回 広島県公衆衛生大会」および「協会創立 60 周年記念式典」内で開催しております。

　当協会は、平成 29 年 12 月 4日に創立 60 周年を迎えます。これを契機に設立の原点に戻り、これまで協会を支えてくださった公衛協をは
じめ関係団体や顧客の皆様への感謝の気持ちを忘れずに、これからも『みんなの生命 ( いのち ) をまもりたい』の基本理念の下、健康づくり
と住みよい環境づくりに取り組むとともに、次の 10 年に向けて、魅力ある「環保協」を創造していく所存です。


